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　9月7日、菅田保育園の園児が
保育士や保護者とともに金山町
菅田桐洞の星屋和彦さんの果樹
園を訪れ、ナシ狩りを体験。園
児が自分の手でナシの実をもぎ、
秋の実りを味わいました。

大きいね　秋の実り
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下
呂
市
の

保
育
が

変
わ
り

ま
す

　国の補助金減額や、少子化に
よる入園者の減少などにより、
下呂市の保育が変革を求められ
ています。
　市では、財政事情や子育て支
援の観点から、保育園の統合と
民営化によって、この状況に対
応しようとしています。
　今月号では、民営化へと進む
保育についてお知らせします。

萩原南保育園整備事業
木造平屋建一部鉄骨造
　延べ面積　２,３２２㎡（平方㍍）　入所定員　２２０人

工　期　　平成１７年９月～平成１８年９月

事業費　　６億２千６７５万円　
　（県補助２千７７６万円、合併特例債５億６千９００万円、
　  市負担２千９９９万円）

金山保育園整備事業）
鉄筋コンクリート 2階建（内装木質化）
　延べ面積　２,４４２㎡（平方㍍）　入所定員　２００人

工　期　　平成１８年９月～平成１９年１０月

事業費　　６億３千８５０万円 ※取り壊し、備品購入等未確定部分。
　（県補助１千８０３万円、合併特例債５億８千９００万円、
　  市負担３千１４７万円）

９月下旬に完成した萩原南保育園。地元産材をふんだんに使用しています。

来年 10 月完成予定の金山保育園完成イメージ図
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特集　特集　下呂市の保育が変わります下呂市の保育が変わります特集　下呂市の保育が変わります

　

萩
原
南
保
育
園
は
、
Ｊ
Ｒ
飛
騨
萩
原
駅

近
く
に
先
月
、
完
成
し
ま
し
た
。
来
年
４

月
か
ら
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
サ
ン
・
は
ぎ

わ
ら
」（
松
山
則
樹
理
事
長
）
に
運
営
が

任
さ
れ
、
市
と
し
て
は
、
初
め
て
の
保
育

事
業
の
民
営
化
と
な
り
ま
す
。

　

ど
の
市
町
村
も
、
保
育
事
業
は
、
重
要

な
子
育
て
支
援
と
位
置
づ
け
、
国
の
基
準

よ
り
保
育
料
を
抑
え
、
そ
の
不
足
分
を
税

金
で
補
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
の
財

政
状
況
が
悪
化
す
る
な
か
、
保
育
運
営
費

が
、
市
の
財
政
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、一
時
保
育
、

延
長
（
時
間
外
）
保
育
な
ど
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
を
望
む
声
は
、
年
々
多
く
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
、

さ
ら
に
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

民
営
化
を
決
め
ま
し
た
。

  

民
営
化
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
次
の

３
つ
が
あ
り
ま
す
。

①  

民
間
の
知
恵
と
力
が
加
わ
る
こ
と

で
、
少
な
い
経
費
で
効
率
の
良
い
保

育
園
の
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②  

①
に
よ
り
節
減
さ
れ
た
費
用
を
財
源

に
、
延
長
保
育
や
未
満
児
保
育
、
一

時
保
育
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
。

充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
で
、
よ
り
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

③  

現
在
、
市
内
保
育
園
に
は
、
雇
用
の

不
安
定
な
臨
時
保
育
士
が
半
数
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。
民
間
で
職
員
を

確
保
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
雇
用

の
安
定
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

民
営
化
さ
れ
た
保
育
園
も
、
保
育
料
は

市
の
基
準
に
沿
っ
て
算
定
さ
れ
る
の
で
、

市
営
保
育
園
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

町
村
合
併
に
よ
る
経
過
措
置
と
し
て
、

一
部
保
育
園
で
負
担
調
整
が
と
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、

平
成
19
年
度
か
ら
は
、
所
得
に
応
じ
た
区

分
を
細
分
化
し
、
よ
り
公
平
な
保
育
料
と

す
る
た
め
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
傾
向
は
、
下
呂
市
で
も

顕
著
に
現
れ
、
各
園
で
園
児
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

就
学
前
に
、
集
団
生
活
に
慣
れ
る
こ
と

が
、
保
育
園
の
大
切
な
役
割
で
す
が
、
同

級
生
が
数
人
し
か
い
な
い
保
育
園
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
園
児
の
数
が
少
な
く
て
も
、
複

数
の
保
育
士
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
光
熱

水
費
な
ど
の
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す
。　

　

市
で
は
、
保
護
者
、
議
会
、
関
係
団
体

と
協
議
し
、
萩
原
地
域
で
は
、
来
春
か
ら
、

園
児
の
少
な
い
山
之
口
保
育
園
を
萩
原
北

保
育
園
に
、
西
上
田
保
育
園
を
萩
原
南
保

育
園
に
統
廃
合
し
ま
す
。金
山
地
域
で
は
、

金
山
市
民
会
館
周
辺
整
備
の
な
か
で
、
金

山
保
育
園
を
新
築
。
平
成
20
年
春
に
、
下

原
保
育
園
、
菅
田
保
育
園
、
東
保
育
園
を

金
山
保
育
園
に
統
廃
合
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

統
合
さ
れ
る
小
規
模
保
育
園
の
園
児

が
、
速
や
か
に
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

園
児
の
抱
く
不
安
を
少
し
で
も
減
ら
す

た
め
、
こ
れ
ま
で
西
上
田
保
育
園
の
園
児

が
毎
月
１
回
、
萩
原
南
保
育
園
を
訪
ね
た

り
、
萩
原
南
保
育
園
の
保
育
士
が
、
園
児

の
顔
を
覚
え
る
た
め
、
西
上
田
保
育
園
を

訪
ね
た
り
す
る
な
ど
の
交
流
保
育
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

金
山
で
も
同
様
に
、
今
後
、
交
流
保
育

な
ど
を
行
い
、
園
児
の
環
境
変
化
に
配
慮

し
て
い
き
ま
す
。

萩
原
南
保
育
園
、

萩
原
南
保
育
園
、

　　

来
春
か
ら
公
設
民
営
で

来
春
か
ら
公
設
民
営
で

▼木をふんだんに使った教室、廊下

遊戯室は天井が高く、冷暖房完備未満児保育用のトイレ
発達支援施設「さくらんぼ教室」の
事務室、電磁調理器具も完備

民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
は

民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
は

保
育
料
は
ど
う
な
る
の

保
育
料
は
ど
う
な
る
の

保
育
園
の
統
合
も

保
育
園
の
統
合
も

な
ぜ
、民
営
化
が
必
要
か

な
ぜ
、民
営
化
が
必
要
か

統
合
で
の

統
合
で
の

　

園
児
へ
の
配
慮
は

　

園
児
へ
の
配
慮
は
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萩
原
、
金
山
地
域
の
保
護
者
へ
の
説
明

会
の
な
か
で
、
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
が
通

園
に
関
す
る
意
見
で
す
。

　

現
在
、
通
園
は
保
護
者
の
責
任
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
法
は
マ
イ
カ
ー
で

の
送
り
迎
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
市

営
バ
ス
の
利
用
、
保
護
者
会
で
通
園
バ
ス

を
委
託
す
る
な
ど
、
そ
の
対
応
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

通
園
バ
ス
の
添
乗
員
に
つ
い
て
も
、
保

護
者
会
等
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
委
託
し

た
り
、
保
護
者
が
添
乗
し
ま
す
が
、
そ
の

頻
度
に
も
格
差
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

保
育
園
の
統
合
で
は
、
通
園
バ
ス
の
確

保
が
大
き
な
問
題
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

統
合
で
遠
距
離
通
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

地
域
を
優
先
的
に
、
添
乗
員
の
対
応
も
含

め
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
、
通
園
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

　コラム【指定管理者制度】
　平成１５年９月、地方自治法の一部改正

により、公共施設の施設管理・運営を、

営利企業やＮＰＯ 等を含む民間事業者が

代行できるようになりました。この制度

が「指定管理者制度」です。 

　福祉、文化、体育施設や公営住宅など

の管理・運営を民間事業者が行うことが

でき、公の施設が十分に活用され、住民

にとってより使いやすいものになること、

管理費用が低廉となること、市民活動が

盛んになることなどが期待されています。

　
「
私
た
ち
の
保
育
は
、
市
の
保
育
方
針
に

沿
っ
た
も
の
で
す
。
地
域
行
事
や
自
然
を
生

か
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
園
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
情
報
公
開
を
原
則
に
、
地
域
の
中
の

保
育
園
で
あ
る
こ
と
を
使
命
と
し
ま
す
。

　

児
童
憲
章
の
な
か
で
、『
児
童
は
、
人
と

し
て
尊
ば
れ
』、『
社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん

ぜ
ら
れ
』、『
よ
い
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
る
』

と
あ
り
ま
す
。
お
預
か
り
す
る
萩
原
南
保
育

園
で
は
、
園
児
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
保
育

士
た
ち
の
個
性
が
発
揮
で
き
る
、
明
る
い
保

育
園
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、市
内
の
保
育
園
の
協
力
を
得
て
、

保
育
園
の
日
常
を
見
聞
し
て
い
ま
す
。
感
じ

る
の
は
、
園
児
た
ち
の
元
気
、
素
直
さ
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
を
扱
う
保
育
士
の
大
変

さ
で
す
。
そ
し
て
、
は
じ
め
て
、
集
団
生
活

を
学
び
、
小
学
校
へ
つ
な
ぐ
意
味
で
の
保
育

事
業
の
大
切
さ
で
す
。

　

市
の
協
力
、
支
援
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

私
た
ち
（
地
域
）
が
目
指
す
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

萩原南保育園の指定管理者にＮＰＯ法人サン・はぎわら

ＮＰＯ法人　サン・はぎわら
松 山  則 樹　理事長　 

  「
町
村
合
併
、
地
方
の
景
気
低
迷
は
、
ま
ち

に
何
と
も
言
え
な
い
閉
塞
（
へ
い
そ
く
）
感

を
漂
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
サ
ン
・
は
ぎ
わ
ら
』
は
、

古
里
を
愛
す
る
方
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
、
人
材
、
伝
統
、
文
化
な

ど
有
形
、
無
形
を
含
め
た
地
域
全
体
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
願
う
団
体
で
す
。

　

行
政
の
行
う
こ
と
を
傍
観
す
る
こ
と
な

く
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
な
る
自

立
し
た
市
民
像
を
目
指
し
、行
政
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
萩
原
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
創
り
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
事
業
に
参
画
し
た
の
も
、
そ
の
思
い

か
ら
で
す
。
将
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
を
立

派
に
育
て
た
い
気
持
ち
に
は
、
熱
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
拝
聴
し

な
が
ら
、
地
域
の
な
か
の
保
育
園
と
し
て
、

親
し
ま
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

サ
ン
・
は
ぎ
わ
ら
は
、
当
面
、
保
育
と
あ
っ

た
か
広
場
の
運
営
を
軸
に
、
萩
原
地
域
の
た

め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
」

　市では、萩原南保育園を運営してくれる指定管理者を、民間業者、ＮＰＯなど
の団体を公募し、審査、協議を重ね、議会の承認を得て「ＮＰＯサン・はぎわら」
に決定しました。サン・はぎわらのお二人に、その思いを伺いました。

ＮＰＯ法人　サン・はぎわら
今  井  正 勝　理 事　 

（平成 19年４月から、萩原南保育園長）

通
園
バ
ス
は
市
が
確
保

通
園
バ
ス
は
市
が
確
保
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特集　特集　下呂市の保育が変わります下呂市の保育が変わります特集　下呂市の保育が変わります

　来年４月から保育園に入園を希望されるお子さんの入園申込書を配布します。保護者の方は、入園を

希望される保育園で申込書をお受け取りください。年度途中での未満児保育希望を含みます。

　平成１９年度から、西上田保育園は萩原南保育園に、山之口保育園は萩原北保育園に統合となります。

また、萩原南保育園は新年度から、公設民営化しＮＰＯ法人「サン・はぎわら」の運営となります。

　金山保育園は新園舎建設のため、来年秋まで仮設園舎でのお預かりとなります。

　　●申込書配布日　　１０月１６日（月）、１７日（火）  10 時～ 15 時の間

　　●配 布 場 所 　　入園希望の保育園

　　●問　合　先　　子育て支援課　☎５２ー２９００（内線 520 ～ 522）

～～～～～～～　平成１９年度保育園の入園申込み　～～～～～～～～

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
長
時
間
保

育
、
一
時
保
育
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
統
合
し
、

整
備
し
た
保
育
園
を
中
心
に
、
未
満
児
保

育
、
延
長
保
育
を
取
り
入
れ
て
い
く
計
画

で
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ベ
テ
ラ

ン
保
育
士
な
ど
を
配
置
し
、
子
ど
も
の
発

達
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
就
園
前
の
保
護
者
の
方
々
も
積
極
的

に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
金
山
保
育
園
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

18
年
９
月　

仮
設
園
舎
建
設
着
工

　
　

11
月　

金
山
保
育
園
児
、

　
　
　
　
　

仮
設
園
舎
へ
引
っ
越
し

　
　
　
　
　

新
金
山
保
育
園
建
設
着
工

19
年
10
月　

完
成

　
　

11
月　

新
園
舎
へ
引
っ
越
し　

20
年
４
月　

４
園
統
合
新
体
制
で

　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト

　

保
育
園
の
民
営
化
や
保
育
園
統
合
は
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
影
響

を
あ
た
え
る
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
健
全
な
保
育
環
境
の
提

供
」
や
「
同
じ
経
費
で
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」
の
視
点
か
ら
述
べ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
経
費
の
視
点
か
ら
見
た
場

合
に
も
、
園
の
統
廃
合
や
民
営
化
の
課
題

が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

今
、
保
育
園
統
合
や
民
営
化
を
し
て
お

か
な
い
と
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
っ
た
と
き
に
、
よ
り
大
き
な
負
担
を
強

い
る
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

　

保
育
園
の
運
営
費
の
総
額
は
、
約

６
億
９
千
万
円
で
す
が
、
保
育
料
収
入

は
、
そ
の
３
分
の
１
の
約
２
億
１
千
万
円

で
す
。
残
り
の
３
分
の
２
は
、
税
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
応
え
れ
ば
、
当

然
運
営
費
用
は
高
く
な
り
ま
す
。

　
「
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
と
「
保
育

料
の
税
負
担
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
と

き
、
保
育
園
統
合
や
民
営
化
を
進
め
、
保

育
に
係
る
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　

左
の
表
の
よ
う
に
、
全
園
児
で
、
20
人

前
後
の
保
育
園
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
下
呂
市
で
は
、
８
園
（
萩
原
２
、

小
坂
１
、
下
呂
３
、
金
山
１
、
馬
瀬
１
）

に
統
合
す
る
構
想
を
も
と
に
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
民
営
化
を
含
め
、

統
合
に
は
、
保
護
者
の
十
分
な
理
解
を
得

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
今
後
も

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
計
画
を
慎
重
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

 地域名  園 名 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度

萩  原

萩原南 １３１ １３６ １６７ １６２

萩原北 １０６ １０３ 　９１ 　８７

萩原中 　５４ 　４２ 　３８ 　２９

宮   田 　４０ 　４３ 　４４ 　４６

西上田 　２１ 　１７ 　  ー 　  ー

山之口 　１０    １０      ー      ー

小  坂
小   坂 　６８ 　６７ 　７３ 　７３

湯   屋 　２１ 　１９ 　１８ 　１６

下  呂

わかば ２３３ ２０９ ２２９ ２２２

みのり 　６３ 　６５ 　６２ 　５７

白   草 　３８ 　４０ 　４５ 　４５

上   原 　１８ 　２２ 　２１ 　２４

中   原 　２８ 　２６ 　２４ 　２０

金  山

金   山 　７７ 　７６ 　７２ １４６

下   原 　３６ 　３６ 　３０ 　  ー

菅   田 　２５ 　２０ 　２５ 　  ー

 東 　１１ 　３１ 　２５ 　  ー

馬  瀬 わかあゆ 　４１ 　３２ 　３２ 　２８

市内各保育園の園児数の推移
　　　　　　  　　　（単位：人）

※平成 19、20 年度は推計です。

※平成 19 年から、西上田は萩原南へ、山之口は萩原北
　に統合。平成 20 年には金山４園が金山に統合。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

を
設
置

　
　
　
　
　
　

を
設
置

下
呂
市
の
今
後
の
保
育

下
呂
市
の
今
後
の
保
育

金
山
保
育
園
統
合
ま
で
の

金
山
保
育
園
統
合
ま
で
の

　
　
　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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大
地
震
を
想
定
し
た
市
総
合
防
災
訓
練

を
９
月
３
日
、
市
全
域
で
実
施
し
、
市
民

約
１
３
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
は
、
自
治
会
が
主
体
と
な
っ

て
、住
民
の
避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、

消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
点
検
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
森
区
で
は
、
水
道

環
境
部
と
合
同
で
の
常
用
飲
料
水
の
供
給

訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加
者
が
防
災
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
、
職
員
が
災
害
時
の
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
再
確
認
し
た
ほ
か
、
県
情

報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
利
用
し
て
、

災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
下
呂
庁
舎

と
各
振
興
事
務
所
と
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
か
ら
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
災
害
情

報
な
ど
を
市
長
に
報
告
。
各
地
域
の
状
況

が
対
策
本
部
に
寄
せ
ら
れ
、災
害
の
把
握
、

担
当
部
署
へ
の
指
示
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
の
訓
練
終
了
後
に
は
、
消
防
団
の
各

方
面
隊
が
火
災
防
御
訓
練
な
ど
を
実
施
。

団
員
は
機
械
操
作
、
情
報
伝
達
な
ど
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。【
総
務
部
・
総
務
課
】

１
３
０
０
０
人
が
訓
練
に
参
加

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

訓練現場の状況がモニターで災害対策本部に

森区で行われた給水訓練

市政ニュース市政ニュース

　9月 4日、市内のトップを切って馬瀬地域で
敬老会を開催しました。会場の馬瀬中央公民館
には 75 歳以上のお年寄り 80 人が参加。式典
では米寿を迎えた方に記念品が贈られました。
　式典の後には、保健師が「健康体操」を指導
（写真）。歌に合わせて指を動かす体操では、つ
いつい間違えてしまう参加者が続出。会場が笑
い声に包まれました。
　敬老会は 10月中旬まで、市内各地域で開催
されます。　　　　　　【健康福祉部・福祉課】

参加者の長寿をお祝い
馬瀬で敬老会開催

　10 月 2日から、金山振興事務所内に金山郷
土館が設けられます。
　郷土館は、事務所内のロビーや空き会議室を
有効利用。金山地域の古文書や民具など、旧
金山町郷土館に保存・展示してあった約 2,000
点を展示します。
　展示コーナーは事務所の建物 1階と 2階、4
階。1階と 4階には、それぞれ 2箇所の展示ス
ペースを設け、駕籠（かご）や養蚕器具などの
大型の民具や古文書を、2階には江戸時代から
昭和初期にかけての民具などを展示します。

【教育委員会・金山教育室】

金山振興事務所内に「金山郷土館」
民俗資料など 2,000 点を展示
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山
岳
寺
院
や
そ
の
遺
跡
の
保

護
、
活
用
策
な
ど
を
話
し
合
う

「
山
寺
サ
ミ
ッ
ト
in
下
呂
温
泉
」

を
８
月
26
日
、
27
日
の
両
日
開

催
し
ま
し
た
。

　

26
日
に
は
御
厩
野
に
あ
る
大

威
徳
寺
跡
の
発
掘
現
場
を
公

開
。
約
１
０
０
人
の
参
加
者
が

発
掘
調
査
の
成
果
を
見
て
回
り

ま
し
た
。

　

翌
27
日
に
は
、
森
の
Ｊ
Ａ
ひ

だ
エ
ー
ピ
ク
で
基
調
講
演
や
活

動
報
告
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、

「
大
威
徳
寺
の
謎
を
追
う
」
と

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

き
、
有
識
者
が
、
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
大
威
徳
寺
跡

を
国
指
定
史
跡
に
申
請
し
、
史

跡
公
園
と
し
て
の
整
備
を
進
め

る
方
針
で
す
。

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

大
威
徳
寺
の
謎
に
迫
る

山
寺
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

　

市
の
美
し
い
景
観
の
保
全
と

新
た
な
景
観
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
、
市
景
観
条
例
の
第
１
回

策
定
委
員
会
を
、
８
月
28
日
に

萩
原
庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
自
治
会
連
合
会
や
観

光
協
会
、
商
工
会
の
役
員
と
市

幹
部
職
員
の
29
人
。
委
員
長
に

は
㈳
下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
山

岸
政
雄
副
会
長
が
、
副
委
員
長

に
は
馬
瀬
地
域
自
治
会
連
合
会

の
二
村
正
美
会
長
と
、
萩
原
町

商
工
会
の
小
池
正
勝
専
務
理
事

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
今
後
、
12
月
ま

で
に
条
例
案
を
決
定
。
ま
た
、

来
年
度
ま
で
の
２
年
間
で
、
４

部
会
か
ら
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
設
置
し
、
市
民
と
行
政
と

の
協
働
に
よ
り「
市
景
観
計
画
」

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

【
建
設
部
・
建
設
課
】

美
し
い
景
観
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
景
観
条
例
策
定
委
員
会

あいさつに立つ山岸委員長 さまざまな持論が展開されたシンポジウム

　8月 27日に「市政見学バス」を実施し、
市内からの 18名の参加者が市の施設など
を見学しました。
　参加者はまず、萩原町花池に今年 3月
完成した萩原水処理センターを見学。市職
員が、汚水処理の仕組みなどを説明しまし
た。続いて金山振興事務所庁舎内にある下
呂ケーブルテレビ（CATV）放送施設では、
職員が現在市が進めている通信基盤整備事
業について説明。参加者は番組を収録する
スタジオに入り、キャスタ－が座る位置か
らモニター画面を眺めるなどしました。
　その後金山町卯野原の岩屋ダム管理所
と、馬瀬川第一発電所を見学。水資源開発
機構、中部電力の職員がそれぞれの施設の
仕組みなどを説明しました。
　　　　　　　　　【企画部・秘書広報課】

市政見学バスに 18 人が参加

CATV 放送施設内のスタジオ萩原水処理センター

汚水処理施設などを見学

市政ニュース市政ニュース
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市政ニュース市政ニュース

　

市
は
県
立
下
呂
温
泉
病
院
の

医
療
体
制
の
充
実
や
早
期
の
新

築
移
転
を
求
め
る
要
望
書
を
、

９
月
22
日
、
古
田
県
知
事
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

要
望
は
下
呂
市
や
高
山
市
、

中
津
川
市
、
郡
上
市
な
ど
８
市

町
村
長
と
そ
の
議
会
議
長
、
地

区
選
出
県
議
の
連
名
。
地
域
の

基
幹
病
院
で
あ
る
同
病
院
の
救

急
医
療
体
制
の
維
持
、
医
師
の

確
保
・
拡
充
、
小
児
科
や
産
婦

人
科
の
必
要
性
な
ど
、
地
域
医

療
の
向
上
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

同
じ
日
に
市
連
合
自
治
会

も
、
同
病
院
の
新
築
移
転
な

ど
を
求
め
る
署
名
（
市
民
約

２
４
０
０
０
人
分
と
近
隣
市
町

村
か
ら
の
協
力
分
）
と
、
市
と

同
様
の
要
望
書
を
県
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
　
【
健
康
福
祉
部
・
健
康
課
】

下
呂
温
泉
病
院
の
充
実
を
求
め
る

県
へ
要
望
書
を
提
出

市特産品を使った料理コンテスト
本巣市の馬渕さんが優勝

　

市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル

な
ど
野
生
動
物
か
ら
の
農
林
作

物
被
害
の
軽
減
と
、
人
と
野
生

動
物
が
共
生
で
き
る
里
山
づ
く

り
を
目
指
し
、「
市
鳥
獣
害
対

策
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

委
員
は
市
内
の
猟
友
会
長
や
農

事
改
良
組
合
長
ら
13
人
。

　

８
月
30
日
に
下
呂
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
第
１
回
の
会
合
を

開
き
、
会
長
に
萩
原
農
事
改
良

組
合
の
今
井
辰
夫
組
合
長
が
、

副
会
長
に
下
呂
農
事
改
良
組
合

の
栃
本
弘
明
組
合
長
が
選
出
さ

れ
た
ほ
か
、
一
斉
駆
除
に
よ
る

個
体
数
の
調
整
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
被
害
状
況
を
踏

ま
え
、
今
後
も
調
査
研
究
や
意

見
交
換
を
重
ね
、
市
へ
施
策
の

提
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
農
林
部
・
農
務
課
】

野
生
動
物
農
作
物
を
守
る
た
め
に

鳥
獣
害
対
策
協
を
設
立

市長から委嘱状を受け取る委員

　市特産のブナシメジや飛騨牛をアピールしようと「ぶなしめじと
飛騨牛を使ったビールに合うおつまみコンテスト」を開催し、8月
27日に星雲会館で最終審査を行いました。
　地産地消の推進と地元特産品の消費拡大を目的として、ビールに
合う料理をコンセプトに開催。一時審査を通過した 8人が最終審査
に臨みました。山田市長ら 5人が味や見栄えを審査した結果、本巣
市から参加した馬渕亜希さんの、「飛騨牛ロール」が１位に輝きま

した（丸写真）。
　馬渕さんの「飛騨牛ロール」は、刻んだ
ブナシメジとエリンギをニンニクと塩コ
ショウで味付けしていため、砂糖としょ
うゆ、酒で甘辛く味をつけた飛騨牛で巻
いて焼いたもの。食感の良さなどが高く

評価されました。　【農林部・地産地消担当】
最終審査では実際にその場で調理

今年で建設 40 年目を迎えた下呂温泉病院診療本館
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市政ニュース市政ニュース

「
健
康
げ
ろ
21
計
画
」
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
配
布

３
匹
の
カ
エ
ル
が
目
印

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施

正
確
に
、
迅
速
に

　

今
年
３
月
に
策
定
し
た
「
健
康
げ
ろ
21

計
画
」
の
内
容
を
要
約
し
、「
ケ
ロ
蔵
一

家
も
の
が
た
り
」
と
題
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
発
行
し
ま
し
た
（
こ
の
広
報
紙
と

同
時
に
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
）。

　
「
健
康
げ
ろ
21
計
画
」

と
は
、
市
内
の
保
健
の
現

況
を
示
す
さ
ま
ざ
ま
な

数
値
か
ら
そ
の
課
題
を

見
出
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
病
気
に
な
ら
な
い

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
健
康
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
は
、
カ
エ
ル
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
分
か
り
や
す
く
健
康
な

生
活
習
慣
の
目
安
な
ど
を
紹
介
。「
日
常

生
活
に
お
け
る
歩
数
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
」
な
ど
、
９
箇
条
の
取
り

組
み
目
標
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
家
族
み
ん
な
の
健
康

づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
部
・
健
康
課
】

全
国
植
樹
祭
開
催
地
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

親
王
さ
ま
誕
生
を
お
祝
い

　

９
月
６
日
に
、
秋
篠
宮
妃
紀
子

様
が
男
児
（
同
12
日
に
悠
仁
様
と

命
名
）
を
ご
出
産
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
市
で
は
翌
７
日
か
ら
２
日

間
、
市
役
所

と
各
振
興
事
務
所
内

に
ご
誕
生
を
祝
う
記

帳
所
を
設
置
し
ま
し

た
（
上
写
真
）。
市

役
所
下
呂
庁
舎
と

萩
原
庁
舎
で
は
、

「
祝　
親
王
さ
ま　
ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
書
か
れ
た
垂
れ
幕
を
掲
示

（
右
写
真
）。
今
年
５
月
に
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
が
訪
れ
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
た

地
と
し
て
、
お
祝
い
の
気
持
ち
を
発
信
し

ま
し
た
。　
　
　
　
【
総
務
部
・
総
務
課
】

　

市
と
下
呂
市
医
師
会(

近
藤
靖
士
会

長)

が
、
９
月
14
日
に
金
山
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
負
傷
者

を
重
傷
度
に
応
じ
て
選
別
す
る
「
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
市
内
の
医
師
・
看
護
師
・

救
急
隊
員
な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
。

ト
リ
ア
ー
ジ
の
概
念
手
法
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
医
療
従
事
者
３
名
、

事
務
員
２
名
の
５
名
一
組
と
な
っ
て
模

擬
患
者
の
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
特
殊
メ
イ
ク
が
施
さ
れ

た
模
擬
患
者
な
ど
か
ら
受
傷
原
因
、
受

傷
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
、
患
者
の
傷

病
名
、
重
症
度
、
呼
吸
数
、
脈
拍
数
、

血
圧
な
ど
を
診
断
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ

カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入
。
ど

こ
ま
で
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る

か
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
看
護
師
の
一
人
は
、

「
判
断
の
基
準
を
し
っ
か
り
覚
え

て
い
な
い
と
す
ば
や
い
判
断
が
で

き
な
い
の
で
、難
し
か
っ
た
で
す
」

訓
練
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
【
健
康
福
祉
部
・
健
康
課
】

【ソフトテニス成年女子】
今井里香（萩原町大ヶ洞）
【バレーボール少年男子】
内木優作（関商工高校）
【ホッケー少年女子】
中村有希（岐阜各務野高校）
【陸上少年女子共通 3000 ｍ】
野村沙世（益田清風高校）
※敬称略。高校生は校名、成人
は住所地を掲載。

第 61回国民体育大会

「のじぎく兵庫国体」
9月30日～10月10日

に出場します

5/15 ～ 19 に放送した岐阜新聞・
岐阜放送 “下呂市臨時支局”「ふ
るさと見っけ！ 温 ( あった ) か 
下呂市」は、岐阜県から補助金
を受けて実施しました。
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美味！「地産地消」
　こんにゃくフルコース

　馬瀬川花火大会が８月26日、

馬瀬中切で行われ、約２万５千

人が詰めかけました。

　山あいに開く、大輪花火を楽

しみながら、去りゆく夏を惜し

みました。

『ハッスル、ハッスル』
下呂ミニバスケ５周年

馬瀬で
去りゆく
夏惜しむ

  金山の「道の温泉駅 かれん」で、「山ふぐ会席」と

称した新メニューを 10 月１から始めます。９月 15

日には、野尻でこんにゃくを製造する曽我稔夫さん、

節子さん夫妻らを招き、試食会が行われました。

  山ふぐは、こんにゃくのこと。お披露目された会

席は、前菜、焼物からデザートまでの全 14 品で、

すべてにこんにゃくを使用。 手間ひまかかった品々

に、 参加者から、「見た目もきれいでこんにゃくには

見えない。それぞれ、味がしっかりしていておいしい」

と感嘆の声が上がっていました。

　９月２、３日、下呂市体育館などで、ミニ

バスケットボール交流大会が開かれ、県内外

の７チームが参加しました。

　２日夜にはホテル水明館で、ホストの下呂

ミニバスケ創立５周年を祝い、交流レセプ

ションが開かれ、参加チームの児童や、保護

者ら 210 人が参加して、交流を深めました。

　馬瀬の自然を楽しもうと「森林＆

清流セラピー」が９月９、10日、馬

瀬川上流などで行われました。ＮＰ

Ｏ馬瀬川プロデュースが企画。名古

屋市などから 15 人が参加して、ガ

イドの指導を受けながら、川の楽し

み方、川に潜む危険など学びました。

　参加者は救命胴衣をつけ、沢登り

や川を流れに身をまかせるなどして、

馬瀬川を満喫しました。　

馬瀬川に飛び込み、

川下りを楽しむ参加者

爆音と共に天いっぱいに

広がる飛騨一の尺玉花火

母親らによるダンスパフォーマンスに子どもら大喜び、

下呂ミニバスケの保護者が余興でもてなしました。

山ふぐ会席のきっかけとなった曽我夫妻に、料理の

説明をする長尾政司料理長（左）と桂川裕俊社長

馬瀬川花火大会は、岐阜県からの補助金を受けています。
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　市内の社会人サッカー愛好者が９月17日

飛騨川公園で、「第１回下呂カップ」を開

き下呂地域の４チームが参加しました。

　初代チャンプは「ＦＣヘラン」。今後は

市内のチームに参加を呼びかけ、サッカー

の輪を広げていく予定。

　湯屋小学校５年生12人が９月11日、学校田の稲

刈りをしました。総合学習の一環として、田植え、

草取りなどをして管理してきました。

　この日は地元の人の指導を受けながら、かまの

扱い、結束の仕方などを教えてもらい、２時間ほ

どで稲架（はさ）がけまでの作業をこなしました。

11月には、全校児童でもちをつき、味わう予定。

実りの秋実りの秋
湯屋小で稲刈り湯屋小で稲刈り

09鳥取全共に向け
　生産者、手綱締める

バインダーにも触れ、稲刈りを楽しみましたバインダーにも触れ、稲刈りを楽しみました

　萩原の商店街で９月16日、商工祭が行われました。

　関係者が会社の取り組みを紹介したり、バザーを

したり、26店舗が祭りを盛り上げました。

　特設ステージでは、羽根太鼓の演奏や、抽選会が

行われ、時折、雨の降るあいにくの天候ながらも約

1,500人の市民でにぎわいました。

萩原で商工祭、盛大に！

　来年10月の「第９回全国和牛能力共進会鳥取県大会」

（以下：全共）の県代表入りを目指す南飛騨和牛改良

組合、下呂市全共出品対策委員会が９月14日、畜産セ

ンターで、候補牛のコンディションを確認、調教方法

などを学ぶ研修会を開きました。

　全共は５年に１度。前回の大会では、萩原地域から県

下最多の出品がり、日本一にるなど好成績を収めまし

た。生産者は連覇を目指し、日々、調教に励んでいます。

飛騨牛の産地として、厳しいチェックを受ける候補牛

プロ顔負けのゴール前のせめぎ合い。

初代チャンプは
　「ＦＣヘラン」

趣向を凝らした店がいっぱい。大勢の市民趣向を凝らした店がいっぱい。大勢の市民
でにぎわう萩原商店街でにぎわう萩原商店街
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◆受命　　　　                  帚木蓬生

◆希以子　　　    　 　   　 諸田玲子

◆赤い指　                        東野圭吾

◆天唄歌い　      　         坂東眞砂子

◆うらなり　           　　     小林信彦

◆黒い太陽  　                   新堂冬樹

◆千秋の讃歌   　　　　   　落合信彦

◆あめふらし　               長野まゆみ

◆刑事の墓場                      　 首藤瓜於

◆温室デイズ                          瀬尾まいこ

◆見えない貌          　        夏樹静子

◆美しい国へ                     安倍晋三

◆警察裏物語　  　            　  北芝健

◆老いらくの花　               小沢昭一

◆絲的メイソウ   　　         絲山秋子

◆老いの超え方                  吉本隆明

◆船泊まりまで     　　   　片山恭一

◆夜をゆく飛行機  　　　   角田光代

◆新・風に吹かれて　            五木寛之

◆乱鴉（らんあ）の島      有栖川有栖

◆グーグル１００％利用術   朝日新聞社

◆まほろ駅前多田便利軒   三浦しをん

◆子どもを伸ばす家族力          斎藤孝

◆子どもを伸ばすお手伝い　   辰巳渚

◆杉浦日向子の食・道・楽   杉浦日向子

◆あやしうらめしあなかなし  浅田次郎

◆働くママ＆パパの子育て１００の知恵 

                              保育園を考える親の会

◆わが子が期待はずれの大人になってしまったとき

                                                   J・アダムス

問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

１０月の絵本の読み聞かせ

10月14日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

10月28日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

10月28日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

今月
の
一冊

『いわいさんちへ
         　 ようこそ！』
　　　　　　       　　岩井俊雄　著

   わが子がお風呂に長く入っていら

れるように、病院の待ち時間に遊べ

るようになど、試行錯誤して作って

きた手作りのおもちゃやオリジナル

の遊びの数々。「何か父親としての魅

力のあるところを生まれた子どもに

見せたい」親と子がじっくり向き合っ

た幸福な時間が本になりました。

主な新着図書

小坂図書室が、小坂振興事務所２階に
移転しました。
　開館時間は
　平日　８：３０～１７：１５

全国地域安全運動

 

◎  

運
動
の
重
点

○ 

子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

   

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
協
力
し
て
子
ど
も
の
「
見
守
り
体
制
」
を
強
化

し
、
不
審
者
情
報
を
早
期
に
警
察
等
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

○ 

住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の
防
止

   

外
出
時
及
び
就
寝
時
の
施
錠
を
励
行
す
る
と
共

に
、
隣
近
所
へ
一
言
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
街
頭
に
お
け
る
ひ
っ
た
く
り
、
性
犯
罪
被
害
防
止

　

特
に
女
性
、
高
齢
者
の
方
は
、
手
荷
物
な
ど
の

持
ち
方
や
通
行
す
る
道
路
に
気
を
配
り
、
防
犯
ブ

ザ
ー
の
携
帯
な
ど
で
、
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
「
振
り
込
め
詐
欺
」
被
害
防
止

   

知
ら
な
い
者
か
ら
の
突
然
の

お
金
の
支
払
い
に
関
す
る
電
話

は
「
振
り
込
め
詐
欺
で
は
な
い

か
」
と
疑
い
、す
ぐ
に
お
金
を
振

り
込
ま
な
い
よ
う
家
族
全
員
で

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

１０月１１日から１０月２０日まで

スローガン『みんなでつくろう安心の街』
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
」
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

お 知 ら せ
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初
秋
の
癒
や
し

　
「
こ
ん
な
汚
い
仕
事
や
っ

て
ら
れ
る
か
ー
」
と
腹
を
立

て
て
し
ま
っ
た
。
今
日
は
こ

の
五
の
池
小
屋
の
、
ト
イ
レ

の
く
み
取
り
の
日
な
の
だ
。

　

こ
の
山
小
屋
の
ト
イ
レ
は

環
境
に
配
慮
し
て
、
し
尿
を

垂
れ
流
し
に
せ
ず
、
タ
ン
ク

に
く
み
取
っ
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
ふ
も
と
に
下
ろ
し
て

い
る
。
し
か
も
、
く
み
取
り

は
ひ
し
ゃ
く
を
使
っ
て
の
人

力
が
中
心
。
重
労
働
だ
…
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
に
よ
っ
て

今
日
は
ス
タ
ッ
フ
が
休
暇
に

入
っ
て
い
て
、
自
分
一
人
で

作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
仕
事
を
始
め
る
前
か
ら
、

僕
は
フ
リ
ー
ズ
状
態
で
あ
る
。

　

気
を
取
り
直
そ
う
と
コ
ー

ヒ
ー
を
入
れ
、

小
屋
の
前
の
ベ

ン
チ
に
座
る
。

し
ば
ら
く
し
て

よ
う
や
く
顔
を

上
げ
、
そ
し
て

景
色
を
眺
め
た
。

　

山
は
今
日
も

美
し
か
っ
た
。

静
か
で
あ
っ
た
。

初
秋
、
登
山
者

の
姿
は
少
な
く
、
話
し
声
も

物
音
も
聞
こ
え
な
い
。
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
テ
ー
ブ
ル
に

置
く
音
さ
え
も
山
々
に
響
き

わ
た
る
。
お
そ
ら
く
１
０
０

㍍
離
れ
た
場
所
か
ら
も
こ
の

音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
そ
の
く
ら
い
静
か
で

あ
っ
た
。

　

眼
下
に
は
、
夏
に
愛
ら
し

く
咲
い
て
い
た
高
山
植
物
の

花
も
消
え
、
時
折
草
た
ち
が

風
に
な
び
い
て
い
る
だ
け
。

　

ふ
と
そ
の
瞬
間
、
半
ば
投

げ
や
り
だ
っ
た
当
初
の
気
持

ち
は
い
つ
し
か
ど
こ
か
へ
消

し
飛
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。

秋
は
心
を
落
ち
着
か
せ
る
力

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

 （
写
真
・
文 

市
川
典
司
）

御嶽五の池小屋：℡ 090-3581-4985　http://www.gonoike.com

金
かねこ

子　弘
ひろし

　さん
（６６歳・小坂町大島）

平成10年から独学で水彩画を始め、
4 年後には第 56 回岐阜県美術展・
県展賞を受賞。現在、県現代美術
家協会会員。

「
最
初
は
、
中
学
校
時
代
に
使
っ

て
い
た
絵
の
具
を
引
っ
張
り
出
し

て
き
て
、
段
ボ
ー
ル
を
パ
レ
ッ
ト

代
わ
り
に
し
て
ま
し
た
」
と
笑
う

金
子
さ
ん
。
建
設
会
社
に
お
勤
め

の
こ
ろ
、
定
年
退
職
を
あ
と
２
年

後
に
控
え
、
な
に
か
趣
味
に
な
る

も
の
を
と
、
独
学
で
始
め
た
の
が

水
彩
画
だ
そ
う
で
す
。

誰
も
題
材
に
し
て
い
な
い
も
の

を―

と
描
き
始
め
た
の
が
、
地
元

の
景
勝
地
で
あ
る
県
天
然
記
念
物

の
「
巌
立
」。
そ
れ
も
全
景
で
は

な
く
岩
肌
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

た
構
図
で
描
い
て
い
ま
す
。

「
絵
に
奥
行
き
を
出
す
こ
と
、
岩

肌
の
《
表
情
》
を
出
す
こ
と
が
難

し
い
で
す
ね
」
と
語
る
金
子
さ
ん

で
す
が
、
巌
立
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
作
品
で
平
成
11
年
か
ら
３
年
連

続
で
県
美
術
展
に
入
賞
し
、
平
成

14
年
に
は
同
展
の
最
優
秀
賞
と
な

る
県
展
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
行
わ
れ
た
「
第

24
回
上
野
の
森
美
術
館
大
賞
展
」

に
応
募
し
た
作
品
「
巌
立
・
太
古

の
響
き
」
が
、
１
４
５
５
点
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
最
終
選
考
の
11

点
に
残
り
、
今
年
の
４
月
か
ら
７

月
ま
で
、
東
京
を
は
じ
め
京
都
、

福
岡
で
行
わ
れ
た
巡
回
展
で
、
こ

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
全
国
に
巌
立
の
素
晴
ら
し
さ
を

宣
伝
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
金
子

さ
ん
。
巌
立
を
描
い
た
作
品
は
15

点
ほ
ど
あ
る
そ
う
で
す
。
サ
イ
ズ

も
「
上
野
の
森―

」
に
応
募
し

た
１
０
０
号
（
１
３
０
・
３
㌢
×

１
６
２
㌢
）
か
ら
10
号
（
45
・
５

㌢
×
53
㌢
）ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
。

ま
だ
ま
だ
描
き
た
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す―

と
紅
葉
の
季
節
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
３
日
に
小
坂
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
「
小
坂
町
文

化
祭
・
展
示
の
部
」
に
は
、「
上

野
の
森―

」
へ
の
応
募
作
品
が
出

展
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

絵筆を握るのは４畳ほどのアトリエ
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　  １０月の時報　　　朝　野菊　　昼　もみじ　　夕　里の秋

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
世
界
の
開
発

途
上
国
で
国
づ
く
り
に
貢
献
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お

り
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日　

40
〜
69
歳
対

象
▽
10
時
30
分
〜
12
時
30
分
、
20

〜
39
歳
対
象
▽
14
時
〜
16
時

会
場　

高
山
市
民
文
化
会
館

問
合
先　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部

☎
０
５
２
・
７
０
２
・
１
３
９
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　http://w

w
w
.jica
.g
o.jp

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
者
募
集
中

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
趣
味･

教
養

か
ら
語
学･

資
格
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内

書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

講
座　

俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
絵

手
紙
、
水
彩
画
、
写
真
、
エ
ッ
セ

一
緒
に
農
業
し
ま
せ
ん
か

県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

受
験
希
望
者
は
、
入
学
願
書
、

高
等
学
校
調
査
書
等
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

募
集
学
科
・
人
員　

野
菜
果
樹
学

科
、
畜
産
学
科    

30
名
程
度

修
業
期
間　

２
年

受
験
資
格　

平
成
19
年
3
月
ま
で

に
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
、
ま
た

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
た
者

出
願
期
間　

12
月
6
日
〜
平
成
19

年
1
月
17
日

試
験
期
日
と
科
目　

平
成
19
年
1

月
24
日
、
筆
記
及
び
面
接

出
願
・
問
合
先　

岐
阜
県
農
業
大

学
校
（
〒
５
０
９
‐
０
２
４
１　

可
児
市
坂
戸
９
３
８
）

☎
０
５
７
４
・
62
・
１
２
２
６

イ
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
な
ど

受
講
期
間　

３
カ
月
〜
１
年
（
講

座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

受
講
申
込　

年
中
受
付

問
合
・
資
料
請
求
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
（
〒
１
８
６
・
８
０
０
１
国
立

市
富
士
見
台
２
‐
36
）

☎
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１

走
る
県
政
バ
ス
で

日
本
昭
和
村
へ

日
時　

10
月
27
日

見
学
場
所　

平
成
記
念
公
園
「
日

本
昭
和
村
」、
県
警
本
部
庁
舎

集
合
場
所　

萩
原
町
羽
根　

下
呂

総
合
庁
舎

定
員　

80
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料
（
入
園
料
、
昼
食

代
等
は
各
自
負
担
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
申
込

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
集
合
場
所
「
下
呂
総

合
庁
舎
」
を
明
記
し
、
左
記
へ
。

申
込
期
限　

10
月
13
日
必
着

問
合
・
申
込
先　

飛
騨
振
興
局

振
興
課
「
走
る
県
政
バ
ス
」
係

（
〒
５
０
６
‐
８
６
８
８
）

☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
（
内

線
２
１
８
） 絵

手
紙

中
国
語

ハ
ン
グ
ル

エッセイ

写真

総務省では、国の役所や独立行政法人などの仕事についての苦情・要望等を
受け付け、その解決や実現を進める “行政相談” を行っています。
10 月 16 日～ 22 日の１週間は、この行政相談について皆さんによく知ってい
ただき、もっと利用していただくための “行政相談週間” です。
市では、５名の方が総務大臣から行政相談委員として委嘱されており、今月
下表の日程で行政相談所を開設します。なお、委員の自宅や電話、はがきなど
でいつでも相談は受け付けています。相談は無料で、秘密は固く守られます。

　相談委員　　（電話番号／住所）

二村　誠治（☎ 52-1844 ／萩原町西上田 1221）

石丸　力男（☎ 62-2750 ／小坂町大垣内 1815-1）

中川　喜介（☎ 25-2748 ／幸田 1089）

　林　年宏（☎ 47-2008 ／馬瀬中切 1030-2）

大島　晃司（☎ 33-2405 ／金山町金山 2081-1-9）

相談所開設日時（場所）

10 月 17 日 13 時～ 16 時（星雲会館）

10 月 10 日 13 時～ 16 時（健康ふれあいセンター）

10 月 16 日 13 時～ 16 時（下呂福祉会館）

　　―　　　　　※随時自宅で受付

10 月  5   日 13 時～ 16 時（金山振興事務所）

益
田
駅
伝
・
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

参
加
チ
ー
ム
募
集
中

日
時　

11
月
26
日　

９
時
よ
り
小

坂
振
興
事
務
所
前
で
開
会
式

コ
ー
ス　

小
坂
振
興
事
務
所
〜
濃

飛
バ
ス
車
庫
（
少
ケ
野
）
の
６
区

間
22
・
８
㌔

参
加
資
格　

益
田
駅
伝
▽
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
者
で
、
学

生
は
除
く　

ジ
ュ
ニ
ア
▽
市
内
の

中
学
生
（
同
一
学
校
で
チ
ー
ム
を

編
成
の
こ
と
）

申
込
期
限　

11
月
６
日

申
込
・
問
合
先　

市
体
育
協
会
事

務
局
（
教
育
委
員
会
内
）

☎
52
・
２
９
０
０

10 月 16 日 13 時～ 15 時（湯屋地区公民館）
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　　御嶽少年自然の家イベント案内
　小学生以上の子とその家族、または一般の２人以上の
グループで。イベント名、郵便番号・住所・氏名・年令・
電話番号を明記の上、はがき、FAX、またはＥメールでお
申し込みください。

■そば打ち体験と胡桃大滝
　日　時：11 月 4日（土）、5日（日）
　申込期間：10 月 2日～ 20 日
　参加費：2,000 円（1泊 2食・そば打ち体験代別）
　　落差43m。原　
　生林の奥深くにあ
　る胡桃大滝までの
　ハイキングで晩秋
　の御嶽を満喫。

〒 509-3111　小坂町落
合 ｢御嶽少年自然の家 ｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659　　　c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/
　　　　　index.htm　

下
呂
温
泉
里
山
あ
る
き

ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時　

11
月
18
日
、
19
日　

９
時

出
発
式

コ
ー
ス　

１
日
目
▽
①
小
坂
振
興

事
務
所
を
発
着
点
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
な
ど
を
巡
る
10
㌔　

②

同
事
務
所
を
発
着
点
に
巌
立
峡
滝

見
遊
歩
道
な
ど
を
巡
る
20
㌔　

２

日
目
▽
①
市
役
所
下
呂
庁
舎
を
発

着
点
に
縄
文
公
園
な
ど
を
巡
る
10

㌔　

②
同
庁
舎
を
発
着
点
に
シ
ダ

レ
グ
リ
自
生
地
な
ど
を
巡
る
20
㌔

参
加
費　

１
日
１
０
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
８
日

申
込
・
問
合
先　

下
呂
温
泉
里
山

あ
る
き
実
行
委
員
会
（
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
52
・
２
９
０
０

来
年
４
月
採
用
の

市
立
金
山
病
院
看
護
師

募
集
人
数　

若
干
名

資
格　

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る

者
（
見
込
み
を
含
む
）

申
込
期
限　

10
月
31
日

提
出
書
類　

履
歴
書
、
住
民
票

申
込
・
問
合
先　

金
山
病
院
事
務

局　

☎
32
・
２
１
２
１

市
給
食
セ
ン
タ
ー
の

臨
時
調
理
員
募
集

募
集
人
員　

１
名

勤
務
場
所　

下
呂
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
小
川
）

採
用
条
件　

20
〜
40
歳
（
市
内
に

住
所
を
有
し
、
健
康
な
方
）

雇
用
期
間　

11
月
1
日
〜
平
成
19

年
3
月
31
日

申
込
期
限　

10
月
20
日

提
出
書
類　

履
歴
書
、
住
民
票

申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
教

育
総
務
課　

☎
52
・
２
９
０
０

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

○
公
営
住
宅
惣
島
団
地
２
号

馬
瀬
惣
島
２
０
２
番
地
１

木
造
平
屋
建
（
平
成
元
年
度
建

設
）、
３
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

１
２
６
０
０
円
〜
２
０
９
０
０
円

入
居
資
格　

税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

月
額
の
所
得
に
つ
い
て
の
資
格
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
20
日

申
込
・
問
合
先　

建
設
部
建
設
課

☎
52
・
２
０
０
０

南
飛
騨
の
自
然
を
巡
る

自
然
案
内
人
付
き
散
策
ツ
ア
ー

◆
飛
騨
の
自
然
体
験
ツ
ア
ー

日
時　

10
月
29
日
９
時
〜
14
時
30

分
（
８
時
45
分
Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
集
合
）

内
容　

小
坂
町
落
合
の
巌
立
や
三

ツ
滝
な
ど
を
、
自
然
案
内
人
の
ガ

イ
ド
に
よ
り
散
策
。

参
加
料　

無
料
（
昼
食
代
は
各
自

負
担
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
参
加

希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を

記
入
し
下
記
ま
で
。

申
込
締
切　

10
月
17
日
必
着

◆
森
林
散
策
ツ
ア
ー

日
時　

11
時
12
日
９
時
〜
14
時
30

分（
８
時
45
分
Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
集
合
）

内
容　

乗
政
の
初
矢
峠
、
シ
ダ
レ

栗
自
生
地
を
自
然
案
内
人
の
ガ
イ

ド
に
よ
り
散
策
。

※
参
加
料
、
申
込
方
法
は
右
記
ツ

ア
ー
と
同
じ

申
込
締
切　

10
月
27
日
必
着

申
込
・
問
合
先　

飛
騨
振
興
局
振

興
課
（
〒
５
０
６
‐
８
６
８
８
）

☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
（
内

線
２
１
６
）
※
両
ツ
ア
ー
と
も

１０月１日（日）
下呂温泉合掌村10月公演「樋
口涼二郎一座」30 日まで。
10 時～ ､14 時～の 2回公演。
　☎ 25-2239

１０月８日（日）
「御嶽マラソン大会」8 時 30
分～、小坂振興事務所前をス
タート。　教育委員会スポー
ツ課

１０月８日（日）
下呂市芸術協会主催「市民芸
能祭」13 時～、下呂市民会
館で。日本舞踊など。入場無
料。　☎ 25-3731（安江）

１０月１２日（木）
「リスト音楽院の仲間たち・
チェロとピアノ演奏会」19
時～、星雲会館で。　教育委
員会社会教育課

１０月１５日（日）
「川上岳市民登山」8 時～、　
　教育委員会スポーツ課

１０月１５日（日）
「アームレスリングとふるさと
フェスティバル」9時～、小
坂スポーツランドで。　小坂
市民生活課

１０月１５日（日）
湯之島若宮会主催「フリーマー
ケット」10時～、湯之島ＹＹ
広場で。　☎25-2376（船坂）

１０月１５日（日）
「葉っぱのフレディ朗読会」
13 時～、星雲会館で。ベス
トセラー『葉っぱのフレディ』
翻訳者のみらいななさん自身
による朗読会ほか。入場無料。
　教育委員会社会教育課

１０月２１日（土）
ひまわり主催「不用衣料品の
回収」9 時～、金山市民会館
で。衣料に困っている海外の
人へ、家庭で不用となった衣
料（洗濯済の物）を集めて送
付。当日持込。送料 1 キロ
100 円。　社協金山支部☎
33-2495

問

問

問

問

問

問

問

問

（次ページへつづく）

問
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金
山
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み

■
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会

10
月
23
日　

10
時
30
分
〜

室
内
で
親
子
体
操
な
ど
、
体
を
動
か

し
て
遊
び
ま
す
。

■
落
ち
葉
と
木
の
実
で
ア
ー
ト
し
よ
う

10
月
24
日
〜
31
日　

10
時
〜

落
ち
葉
に
木
の
実
を
張
っ
て
プ
チ

ア
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ

ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０
・
２
６
８
１
・
８
２
９
０（
亀
山
）

お
ひ
さ
ま
は
う
す　

10
月
開
館
日

　

開
館
時
間
10
時
〜
11
時
30
分

11
月
か
ら
販
売
を
開
始

情
報
満
載
の
県
民
手
帳

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
つ

ま
っ
た
「
平
成
19
年
版
岐
阜
県
民

手
帳
」を
販
売
し
ま
す
。
色
は
紺
、

エ
ン
ジ
、
グ
レ
ー
、
サ
ッ
ク
ス
ブ

ル
ー
（
淡
水
色
）
の
４
色
。
購
入

■今月の市税■
☆市県民税　…………第３期分

☆国民健康保険税　…１０月分
●納期限は10月 31日です。

下呂市と岐阜県は、県税･市税の徴収強化
策として、共同徴収を連携して実施して
いきます。

を
ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の
市

役
所
や
各
振
興
事
務
所
の
窓
口
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価
格　

４
８
０
円
（
お
つ
り
の
要

ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

販
売
時
期　

11
月
１
日
か
ら
販
売

開
始
の
予
定

※
な
お
、
下
呂
総
合
庁
舎
（
萩
原

町
羽
根
）
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

問
合
先　

企
画
部
総
合
政
策
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
５
２
）

県
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー

れ
ん
げ
交
流
会

子
ど
も
が
で
き
な
い
心
の
悩
み

や
不
安
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
皆
で
お
し
ゃ
べ
り

を
し
な
が
ら
話
し
合
え
る
仲
間
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
24
日　

13
時
〜
16
時

場
所　

県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

（
各
務
原
市
那
加
不
動
丘
１
‐
１
）

内
容　

不
妊
相
談
員
等
に
よ
る
治

療
や
助
成
事
業
に
つ
い
て
の
話
、

日にち 会　　　場
5日（木）健康館
11日（水）いきいきセンター
13日（金）東公民館
25日（水）いきいきセンター
27日（金）東公民館

※５日は「親子で遊ぼう」。
インストラクターによる親子
のふれあい遊びを予定。
子育て支援課 ☎ 52 ･ 2900

額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
医

療
機
関
で
あ
れ
ば
受
給
者
証
の
提

示
で
現
金
で
の
支
払
い
は
な
く
な

り
ま
す
。

同
３
級
所
持
者
▽
入
院
時
自
己
負

担
額
の
１
／
２
の
助
成
の
み
に
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
で
の
支
払
方

法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
精
神
障
害
者
手
帳
の
保
持
者

で
、
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
市
民
課
で
申
請
を
行

う
と
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
必
要
書
類
等
は
同
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

父
子
家
庭
▽
県
内
の
医
療
機
関
で

あ
れ
ば
受
給
者
証
の
提
示
で
現
金

で
の
支
払
い
は
な
く
な
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
老
人
▽
新
規
取

得
者
は
所
得
制
限
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
既
に
取
得
さ
れ
て
い
る
方
は

２
年
間
の
据
え
置
き
が
あ
り
、
２

年
後
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

市
民
部
市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
４
）

少
人
数
で
の
気
楽
な
お
し
ゃ
べ
り

会
、
相
談
員
と
の
個
別
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
（
希
望
者
）

※
原
則
と
し
て
予
約
制
で
す
が
、

当
日
の
受
付
も
可
能
。

申
込
先　

県
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
・
３
８
９
・
８
２
５
８

　

c11223a
@
g
ovt.pref.g

ifu.jp

福
祉
医
療
制
度
が

10
月
１
日
よ
り
改
正

県
福
祉
医
療
制
度
の
見
直
し
に

伴
い
、
医
療
費
の
助
成
が
変
わ
り

ま
す
。

入
院
時
食
事
療
養
費
助
成
▽
す
べ

て
廃
止
に
な
り
ま
す
。

精
神
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持

者
▽
外
来
・
入
院
時
の
自
己
負
担

１０月２２日（日）
下呂温泉合掌村「秋の野点」
10 時～。

１０月２２日（日）
「山之口川流域健康フェスタ」
10 時～、南飛騨健康増進セ
ンターで。　萩原市民生活課

１０月２８日（土）
「ほっこり hocohoco トーク
コンサート」19 時～、星雲
会館で。「夢のかぼちゃ」が
出演。入場無料。　教育委員
会社会教育課

１０月２９日（日）
「南飛騨三輪８耐」8 時 30 分
～、萩原町羽根の下呂総合庁
舎前で。　☎ 090-4255-8384
（小林）

１０月２９日（日）
「飛騨小坂滝ともみじまつり」
10 時～、がんだて公園で。
　観光商工部観光課

１０月２９日（日）
「山之口川流域健康フェスタ」
10 時～、南飛騨健康増進セ
ンター四季の家で。　萩原市
民生活課

１０月２９日（日）
ひとつぶのたね主催「絵本館
ポレポレハウス館長さんの講
演」13 時～、下呂福祉会館で。
入場無料。　下呂教育室

１１月２日（木）
「白雲座歌舞伎」14 時～、門
和佐で。翌 3日も 15 時より
開催。入場無料。　下呂教育
室

１１月３日（金）
「小坂町文化祭」山村開発セ
ンターで。３日に展示、翌４
日に芸能の部。　小坂教育室。

１１月３日（金）
中部電力イベント「ふれあい
広場」10 時～。金山町大船
渡の大船渡ダム管理所で。職
場公開やリサイクルバザーな
ど。　☎ 32-2888

無
料
労
働
相
談

10
月
７
日　

10
時
〜
16
時

高
山
市
民
文
化
会
館

社
会
保
険
労
務
士
が
、
労
働
問
題･

社
会
保
険
等
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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10月の
市民サロン
　(市長と語る日)
10 ～ 11月の市民サロ
ンは、各地域で市政懇
談会を開催予定のため、
お休みします。

下呂市役所
　下呂庁舎　☎24-2222
　萩原庁舎　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎ 62-3111
　金山振興事務所　☎ 32-2201
　馬瀬振興事務所　☎ 47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900

下呂市消防本部　☎25-5119

クリーンセンター　☎ 26-3397

◇萩原で、地域のために
とＮＰＯ法人サンはぎわ
らが誕生。会社経営など
のノウハウを持ち、萩原
を熱くを思う人たちです。
取材を通して民間企業と
いう顔よりも、郷土を愛
しむ思いでいっぱいで子
どもたちを子どもらしく、
個性豊かに育てたいとい
う親心にあふれているの
を感じました。◇南保育
園民営化、成功へのカギ
は、そんな思いを見守ら
れるか、支援できるのか。
試されているのは、むし
ろ私たち市民なのかもし
れません。◇保育園の一
日を楽しそうに話し、集
団生活でたくましく育っ
ていく我が子。子守の大
変さが身にしみる私に
とって保育士のがんばり
には頭が下がります。◇
さて、取材先で、牛舎に
猫を捨てられ困っている
と聞きました。あまりに
身勝手な話に、さみしい
気持ちを覚えました。（サ）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

う
つ
病
を
学
ぶ
講
演
会

日
時　

10
月
19
日　

14
時
〜

場
所　

下
呂
市
民
会
館

内
容　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
医
師
に
よ
る
、
う
つ
病
の

正
し
い
理
解
と
対
処
に
つ
い
て
の

講
演

申
込
・
問
合
先　

飛
騨
保
健
所
下

呂
セ
ン
タ
ー　

健
康
増
進
担
当

☎
52
・
３
１
１
１
（
内
線
３
５
５
）

県
司
法
書
士
会
・
県
共
催
の

多
重
債
務
出
張
相
談
会

日
時　

10
月
21
日　

13
時
〜

場
所　

高
山
市
民
文
化
会
館

相
談
対
応　

司
法
書
士
、
消
費
生

活
相
談
員

相
談
方
法　

面
談
に
よ
る
相
談
で

す
（
予
約
が
必
要
）。
電
話
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。

予
約
・
問
合
先　

県
司
法
書
士
会

事
務
局

☎
０
５
８
・
２
４
８
・
１
７
１
５

松
食
い
虫
に
よ
る

被
害
木
の
伐
倒
を

市
内
、
特
に
金
山
地
域
に
お
い

て
は
、
松
食
い
虫
等
の
被
害
に
よ

り
立
ち
枯
れ
し
た
松
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、
人

家
の
裏
や
道
路
沿
い
の
枯
れ
松
が

倒
れ
、
大
き
な
事
故
や
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
山
林

所
有
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
う

し
た
木
の
伐
倒
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
作
業
は
専
門
の
経
験
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
注

意
し
て
行
っ
て
い
た
だ
く
か
、
森

林
施
業
の
専
門
業
者
等
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

農
林
部
林
務
課

☎
52
・
２
０
０
０
（
内
線
４
２
０
）

石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求

石
綿
暴
露
を
原
因
と
す
る
中
皮

腫
や
肺
が
ん
な
ど
で
死
亡
し
た
労

働
者
の
ご
遺
族
で
、
労
災
保
険
の

遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が

時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
方
に
対

し
、
特
別
遺
族
給
付
金
を
支
給
す

る
制
度
が
今
年
３
月
よ
り
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
平

成
21
年
３
月
27
日
以
降
は
そ
の
請

求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

問
合
先　

岐
阜
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
５
８
・
２
４
５
・
８
１
０
５

岐
阜
県
最
低
賃
金
が

10
月
１
日
よ
り
改
正

岐
阜
労
働
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
を
、
10

月
１
日
か
ら
時
間
額
６
７
５
円

（
４
円
引
き
上
げ
）
と
す
る
よ
う

改
正
し
ま
し
た
。

「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
は
、
常
用

･

臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
と
い
っ
た
雇
用
形
態
に
関
係

な
く
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る
労

働
契
約
は
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃

金
額
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

○
岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
５
８
・
２
４
５
・
８
１
０
４

○
高
山
労
働
基
準
監
督
署
（
高
山

市
花
岡
町
３
‐
６
‐
６
）

☎
０
５
７
７
・
３
２
・
１
１
８
０

遺
言
や
大
切
な
契
約
は
公
正
証
書
で

10
月
１
日
〜
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す
。

　

高
山
公
証
役
場

　

☎
０
５
７
７
・
32
・
４
１
４
８

　

６
月
末
日
か
ら
麻
酔
科
医
が

不
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、

地
域
の
皆
様
か
ら
不
安
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
手
術

等
の
麻
酔
に
つ
い
て
は
麻
酔
科

以
外
の
医
師
で
十
分
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す (

飛
騨
地
区
の
病

院
に
は
現
在
麻
酔
科
医
は
常
駐

し
て
い
ま
せ
ん)

。

　

ま
た
、
岐
阜
大
学
病
院
等
か

ら
も
随
時
麻
酔
医
が
派
遣
さ
れ

て
お
り
、
診
療
、
手
術
等
は
従

来
ど
お
り
行
え
ま
す
。
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

１
月
か
ら
電
子
カ
ル
テ
を
導

入
し
て
お
り
ま
す
が
、
受
付
方

法
が
分
か
ら
な
い
方
は
、
受
付

機
の
前
に
常
時
職
員
が
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

下
呂
温
泉
病
院
長　

大
熊
晟
夫

岐
阜
県
立
下
呂
温
泉
病
院

か
ら
の
お
知
ら
せ
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『下呂市民が燃えた２日間
　グラフ　第 57回全国植樹祭』
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市長のコラム

『
天
網
恢
恢

疎
に
し
て
漏

ら
さ
ず
』。

こ
れ
は
中
国

の
思
想
家
・

孟
子
の
有
名

な
言
葉
で
、

「
天
の
網
の
目
は
広
大
で
粗
い
よ

う
に
見
え
る
が
、
悪
事
は
漏
ら
さ

ず
に
捕
ら
え
る
。
誰
も
見
て
い
な

く
て
も
天
は
見
て
い
る
。
悪
い
こ

と
を
す
れ
ば
い
つ
か
必
ず
現
れ

る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

今
回
、
岐
阜
県
の
裏
金
問
題
が

発
覚
し
、
全
国
的
に
不
名
誉
な
注

目
を
集
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
県
民
の
行
政
に
対
す
る
信
頼

を
大
き
く
失
墜
さ
せ
る
こ
と
で
あ

り
、
行
政
の
根
幹
を
損
な
う
も
の

で
す
。
同
じ
行
政
機
関
と
し
て
残

念
な
限
り
で
す
。

梶
原
前
知
事
を
は
じ
め
元
幹
部

の
方
々
も
、
永
年
に
わ
た
っ
て
尽

力
さ
れ
数
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
う
い
う

こ
と
が
あ
る
と
す
べ
て
台
無
し
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
こ
と
に

遺
憾
で
あ
り
、
公
明
正
大
な
お
金

の
管
理
が
い
か
に
大
切
な
こ
と
で

あ
る
か
と
、
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
９
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、何
名
か
の
市
議
の
方
か
ら「
下

呂
市
は
大
丈
夫
か
？
」
と
い
う
ご

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
併

し
て
２
年
半
、
こ
れ
ま
で
を
素
直

に
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
す
べ
て

の
職
員
が
「
合
併
」
と
い
う
大
き

な
転
換
期
の
中
で
、
市
の
た
め
に

毎
日
ひ
た
す
ら
頑
張
っ
て
お
り
、

下
呂
市
に
お
い
て
は
そ
ん
な
余
地

は
ま
っ
た
く
な
い
と
断
言
で
き
ま

す
。し

か
し
、
大
切
な
の
は
こ
れ
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ニ
ー
チ
ェ

（
19
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

の
本
に
、「
人
生
の
山
路
を
骨
を

折
っ
て
登
っ
て
い
る
限
り
は
、
脚

を
折
る
よ
う
な
こ
と
は
め
っ
た
に

な
い
」と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、「
危
険
が
一
番
大
き
い

の
は
人
生
の
険
路
を
登
っ
て
い
る

と
き
で
は
な
い
。
甘
く
見
て
楽
な

路
を
選
び
始
め
る
と
き
こ
そ
危
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
間
誰
し
も
時
が
た
つ
と
慣
れ

て
気
が
緩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
が
一
番
危
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
常
に
基
本
に
立
ち
返

り
、
自
ら

を
戒
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
岐
阜
県
の
事

件
を
「
他
山
の
石
」
と
し
て
、
下

呂
市
に
お
い
て
は
市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
行
政
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　
　
　

下
呂
市
長　

山
田
良
司

天
てんもうかいかいそ

網恢恢疎に

して漏らさず

〝
天
網
恢
恢
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
〞
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子育て支援編

地域が子どもたちの育ちを支援する

山之口子ども育成連絡会
　 萩原町山之口地区には、地域が子どもを育てる風

土が、今なお息づいています。これを組織化、区民

が再認識することで、風化させまいと平成９年「山

之口子ども育成連絡会」が立ち上げられました。

　同会は、乳幼児・幼児学級や保育園保護者会、小

中ＰＴＡ、子ども会育成会など、子どもにかかわる

団体により構成。互いが連携し、子育ちを支援して

います。

　同会の活動拠点に、消防団再編で空いた消防詰所

を父親らが改装し、「ぷちクレヨンはうす」として

再利用。独立福祉法人の補助事業に再三挑み、充実

した施設をつくり上げました。

　立ち上げ後まもなく、上越教育大学の杵淵（きね

ふち）俊夫教授（当時）のグループが同会の取り組み

に関心を寄せ、交流がスタート。学生のホームステ

イに区民が協力したり、子どもたちの夏休みの宿題

を大学生が見てくれたり、よい関係を築いています。

　ぷちクレヨンはうすには、同教授から寄贈された

絵本など約2,000冊が収められ、母親や子ども、地元

保育園などが、読み聞かせや読書に利用しています。

ホームページを作成し、メーリングリストを使って

子育て、地域、災害情報の発信も行っています。

　代表の内木孝之さんは、「ＰＴＡのように活動内

容がしっかりした団体と、この会のようなファジー

な団体があって、それぞれの活動が結びつき、継続

していくところに子育ち支援の原点があると思って

います。元気に育ってほしい願いは皆同じです。気

負わず、あきらめず続けていきたいです。ぷちクレ

ヨンはうすには、良い絵本がたくさんあるので、もっ

ともっと利用してほしい」と話していました。

　　　　　　　　　　【問合先　内木　☎54-1731】

上越教育大の学生と山之口
の子どもたち。宿題を見て
もらったり、一緒に川遊び
をしたりしました。

杵淵さんから送られた絵本を整理する、山之口区のお父さん、お母さんたち

「ぷちクレヨンはうす」で、
絵本を楽しむ親子と内木
さん（中央）

ぷちクレヨンはうすのパソコンを使
い、同会のホームページを見ながら、
会の説明をする代表の内木孝之さん。
（ URL http://www.yamanokuchi.net/ )

山之口子ども育成連絡会の活動
拠点「ぷちクレヨンはうす」。
空いた消防詰所を改装して、再
利用しています。


